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ちょっと違う自分になる

○○年後の自分

来場前フューチャーセンターが具体的に何か分かりません
でしたが、実際参加してみるとおもしろく感じました。郡上の
地域おこしを考えている方からの意見に普段囲まれている
ため、学生や大学院生からの意見に新鮮さを感じました。
世界につながる郡上を目指した取り組みができたらおもしろい
と思いました。

普段聞けない意見は新鮮
地域おこし協力隊

吉住 耕次 さん
今回は移住という側面から郡上を考えることができたので
良い機会でした。対話の中で「3年ごとに移住する」という
永住しない意見が聞けました。「郡上が好きになったら移住
する」という選択肢があってもいいと考えます。今後の地域
おこしの研究に活かしていきたいと思います。

移住という切り口
岐阜大学 地域科学部 地域文化学科

大坪 夏希 さん

今とは違う自分を想像し、自分に当てはめて考えたので、
対話が難しく感じました。しかし、いろんな方と対話ができる
のは良いと思いました。ぜひ様々な学生が自主的に参加して
もらえたらと思います。テーマに対する課題点や改善点が
出てきたので、今後の活かし方が大切だと考えます。

出てきた意見を今後どうするのかが大切
岐阜大学 未来型太陽光発電システム研究センター

土方 尊子 さん
対話の結果だけを求めるのではなく、対話することにも意義が
あると思いました。若い方から夢を聞くことができ、少しでも
市として取り組めることが具現化できれば良いと思います。
「移住を考えている方には郡上の良いことだけでなく、生活
する上での大変なところも伝えることが大切だ」という意見は
大いに参考になりました。

対話することにも意義がある
郡上市職員

乾 松幸 さん

参加者が現在の自分の置かれた環境で考えても意見が出にくい場合、違う自分を想像することで、意見が出やすくなることが
期待できます。例えば、20歳の参加者が老後の介護について対話する時に、「老後を迎えた自分」を想像し対話することで、
テーマについて考えやすくなります。今回は参加者各自が将来の自分を想像した上で、移住を増やすことについて対話を
しました。A4サイズの用紙を使い、向かって左半分に将来の自分のプロフィール、右半分に将来心配していること、困っている
ことを記載しました。これも対話を促進させるための一つの工夫です。


